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大野地

 
１ 基

○地区

○地区

○世帯

○面積

○地区

 大

に位

上庄

下庄

の中

 古

の中

地区

た

 中

付近

てい

金森

た城

水路

 明

県

羽県

亀山

 

地区各種団体

基本データ 

区名  大野

区人口 13,6
帯数  5,15
積   ６．

区の沿革 
大野地区は、

位置し、東は

庄地区、西は

庄地区に接し

中心である。

古代より中世

中心は小山地

区は荒涼とし

と考えられて

中世中期には

近）の周辺に

いたが、今か

森長近が大野

城下町が、大

路の原型とな

明治４年の廃

となったが、

県とめまぐる

山の頂に建つ越

体連絡協議会

野地区 
621 人（H30
54 世帯 
３㎢ 

大野盆地の

は上庄地区、

は乾側地区と

し、政治・経

 
世初期にかけ

地区や乾側地

した原野に数

ている。 
は、亥山城（

に小規模な城

から 400 年以

野城を築城し

大野地区中心

なっている。

廃藩置県によ

その年のう

るしく変わっ

越前大野城 

会 

0.1.1 現在）

の北西部の平坦

南は小山地区

小山地区、北

経済ともに大野

けては、政治経

地区にあり、大

数村が所在して

（現在の日吉神

城下町が形成

以上前、天正期

し、新しく建設

心部の街区や用

 
り大野藩は大

ちに福井県、

た。県名はそ

1 

 

坦地

区と

北は

野市

経済

大野

てい

神社

され

期に

設し

用排

大野

、足

その

 

後

と

な

大

あ

小

町

の

○実

 大

２

的

に

大

に

掲

は

っ

後も明治６年

と変遷したが

なり現在に至

足羽県地理

大野地区は戸

あった。 

明治２２年

小区がまとま

町は、昭和２

の一地区とな

実施主体 
大野地区各種

 
現状と課題

大野地区は

的用件や歴史

に分かれてい

大野地区全体

においても地

そのため大

掲げ、まちづ

は、地域によ

っている。

年に敦賀県、

が、明治１４年

至っている。 
理誌によると、

戸数 2,083 戸、

年の町村制施行

まって大野町が

９年の町村合

なっている。 

種団体連絡協議

題 

は７３の行政

史的背景から大

いる。まちづ

体だけでなく、

地域性を反映

大野地区全体で

づくりに取り組

より温度差が

明治９年に石

年に再び福井

、廃藩置県当

、人口 9,052

亀山から見た

行により、５

が誕生した。

合併により大

議会 

区から成り、

大きく６つの

くりの取り組

、６地区それ

し進められて

で共通した目

組むことにつ

あるのが実情

 

石川県

井県と

当時の

2 人で

た市街地 
５つの

大野

大野市

地理

の地区

組みは

れぞれ

ている。 

目標を

ついて

情とな



 

３ 事

 平成

実施要

業実施

づく

域を単

に拡大

地区各

用方法

 
大野地

大

進

会

大

 
 大野

方法に

会、大

事業に

区長会

課題解

地区か

組むこ

 
【第

『南っ

 
 第

縁の樹

に合わ

ーシ

トとの

 事業

の『カ

場所

事業の内容 

成２８年に結

要綱が改正さ

施主体が、公

り団体のほか

単位とする社

大されたこと

各種団体連絡

法を検討する

地区各種団体

大野地区区長

進協議会、大

会、大野地区

大野地区社会

野地区各種団

について話し

大野地区体育

に取り組むこ

会については

解決に活用し

から第６地区

こととなった

１地区】 
っこイルミネ

１地区内の春

樹のイルミネ

わせ、有終南

ョンを点灯し

の相乗効果を

業を行うにあ

カスガ良縁団

となる有終南

結の故郷づ

され、交付金

公民館区域を

か、市が設置

社会教育関係

とから、平成

絡協議会にお

ることとなっ

体連絡協議会

長会、大野地

大野地区体育

子ども会育成

会福祉協議会

団体連絡協議

し合いを行い

育協会、大野

こととなった

は、それぞれ

したいとの声

区までそれぞ

た。 

ネーション』

春日神社にお

ネーション事

南小学校の周

し、地域のに

を狙い事業を

あたり「縁の

団』、イルミネ

南小学校へ許

くり交付金事

金の対象となる

を単位とする地

置する公民館の

係団体及び自治

成２９年度は大

おいて交付金の

た。 

会構成団体 
地区まちづく

育協会、大野長

成会連絡協議

会 

議会において活

い、大野地区区

野長生会が交付

た。なお大野地

れの地区におけ

声があがり、第

ぞれが事業に取

 

おいて行われる

事業「縁のあか

周囲でもイル

にぎわいとイベ

を行った。 
のあかり」主催

ネーションの設

許可や協力を呼

2 

事業

る事

地域

の区

治会

大野

の活

り推

長生

議会、

活用

区長

付金

地区

ける

第１

取り

る良

かり」

ミネ

ベン

催者

設置

呼び

かけ

のイ

 設

まち

子ど

なが

 点

で子

され

縁の

例年

 こ

てい

アピ

作業

とと

け、その結果

イベントとし

設置作業は、有

ちづくり委員

どもたち、そ

がら行った。

点灯式では、

子どもたちが

れた行灯に順

の樹のイルミ

年になく大掛

これらの取り

いただき、地

ピールするこ

業を通じて地

となった。

果、１０月１

して行うこと

有終南小学校

員会が共同で行

その保護者らが

 
有終南小学校

が練り歩き、春

順番に明かり

ネーション

掛かりなもの

組みは報道機

地域の宝であ

ことにつなが

地域住民同士が

「

日の点灯式を

となった。 
校ＰＴＡ、区長

行い、地区住

がお互いに協

校から春日神

春日商店街に

設

を灯し、最後

を全員で点灯

となった。 
機関にも取り

る良縁の樹を

ったほか、一

が交流を深め

「縁のあかり」

 

を一連

長会、

住民と

協力し

神社ま

に設置

設置作業 

後に良

灯する

り上げ

を広く

一連の

めるこ

 
点灯式 



 

【第

『大野

 
 地域

め１

二地区

特性に

 ハザ

土嚢作

わせ、

意識の

また

練を行

なく地

的規模

 さ

結成

ら防災

域全体

２地区】  
野第２地区防

域全体の防災

０月１日を防

区の全町内会

に応じた防災

ザードマップ

作りやＡＥＤ

、さまざまな

の高揚を図っ

た地区内の児

行う地区があ

地区全体で一

模の大きな訓

らには今回の

した地区や、

災資機材の整

体で防災をテ

防災活動一斉

災意識の醸成

防災活動一斉

会（９地区）

災活動を一斉

プ作りや避難

Ｄ講習など、

なメニューに

った。 
児童養護施設

あったなど、

一斉に取り組

訓練を行うこ

の訓練を契機

防災防犯課

整備に着手し

テーマに活動

斉行動日』 

成・向上を図る

斉行動日とし、

が、それぞれ

斉に実施した。

難訓練、消火訓

地区の特性に

訓練の

に取り組み、防

設と協働で防災

単一行政区で

組むことで、比

とができた。

機に自主防災会

課の協力を得な

した地区など、

動したことが、

3 

るた

、第

れの

。 
訓練、

に合

 
の様子 

防災

災訓

では

比較

。 
会を

なが

、地

、さ

まざ

 
【第

『大

第

け住

若返

暮ら

そ

ツへ

 
がで

とに

会を

各

い、

催し

ざまな内容へ

第３地区】

大野第３地区

第３地区は昭

住宅街として

返りする世帯

らし高齢者の

そのため住民

へ参加する機

できるゲーム

により住民同

を企画した。

各町内会で公

最後に１０

した。 

へとつながった

区 住民交流輪

昭和２０年代か

てそれぞれの町

帯が少なく、高

の世帯が多く

民同士が交流す

機会が少なく

ム感覚のスポー

同士の交流を

 
公式輪投げの説

町内会が集ま

た。 

輪投げ大会』

から５０年代

町内会が出来

高齢者のみや

なっている。

する機会やス

なっており、

ーツを実施す

図ろうと輪投

説明会と練習

まって本大会

輪投げの講

輪投げ

』 

代にか

来たが、

や一人

 
スポー

誰も

 

 

するこ

投げ大

習を行

会を開

講習会 

げ大会 



 

 輪投

公式輪

ポーツ

を対象

各町内

けて腕

５人が

いなが

 
【第

『大野

 
普段

出ても

とや、

さない

械を提

 お楽

の太鼓

を行い

に演奏

 会場

新聞の

は、昭

井新聞

色濃く

いた。

投げは初めて

輪投げのやり

ツ推進員から

象とした説明

内において説

腕を磨いた。

が参加し、３

がら交流を深

４地区】 
野第４地区 

段、家に引き

もらい、お互

、近所に住ん

い人たちへお

提供すること

楽しみ会の開

鼓（パコーン

い、当日それ

奏できるよう

場入り口前に

の雪害記事が

昭和３０年代

聞ニュース』

く反映された

。 

てという町内

り方などにつ

ら指導を受け

明会と練習を

説明会と練習

大会には全

３ゲームの合

深めた。 

高齢者お楽

きこもりがち

互いの交流を

んでいてもな

お互いの現況

となどを目的

開催にあたり

ン）づくりの

れを持ち寄っ

うにした。 
には、昭和３

が並べられた

の懐かしのニ

が上映され

た映像を懐か

昭和

内が多かったた

ついて、大野市

けた。最初に区

を行い、その後

習を行い大会に

全町内会から

合計得点を競い

楽しみ会』 

ちな高齢者に外

を深めてもら

なかなか顔を合

況を確認し合

的に実施した。

、事前に手持

のワークショ

て出演者と一

８年２月の福

たほか、会場内

ニュース映画

れ、当事の世相

かしそうに眺め

38 年の雪害記事

4 

ため、

市ス

区長

後に

に向

１３

い合

外へ

うこ

合わ 
う機

。 
持ち

ップ

一緒

福井

内で 
画『福

相が

めて

 

 そ

い）

いこ

ーン

なっ

が楽

 
【第

『大

 
大

防災

難訓

事 

その後、佑雅

の民謡に続

こ）の演奏が

ン（太鼓）を

って盛り２上

楽しいひと時

第５地区】

大野第５地区

大野第５地区

災訓練で学び

訓練が行われ

雅秀喜代会（

続き、祥雲太鼓

が行われ、事前

を一緒にたた

上がるなど、集

時を過ごしてい

区 防災活動』

区では、８月

びの里「めい

れることに合

防災マップづく

ゆうがひでき

鼓（しょうう

前に作成した

き、会場が一

集まった参加

いた。 

』 

６日の大野市

りん」を会場

わせ、地域の

祥雲太鼓の

くりワークショッ

きよか

うんだ

たパコ

一体と

加者ら

 

市総合

場に避

の防災

の演奏 

ップ 



 

意識の

作りを

防災

イザー

究所よ

べきか

の特徴

事前

り避難

れの地

その

消火栓

意すべ

を反映

布した

 
【第

『大野

 
大野

風景写

にカレ

作成

配布

て実感

風景

集し、

校が映

の高揚を図ろ

を行った。 
災防犯課の協

ーに就任いた

より講師を招

かをワークシ

徴を反映した

前にワークシ

難訓練当日は

地区で住民の

の後、区長が

栓の位置、一

べき空き家な

映した独自の

た。 

６地区】 
野第６地区 

野第６地区で

写真や絵画な

レンダーを作

成したカレン

し、地域住民

感してもらっ

景写真や絵画

、六間通りの

映っている懐

ろうと、防災

協力のもと、

ただいている

招き、どのよ

ショップで学

たマップ案を

ショップを開

は多数の参加

の防災意識向

が話し合いを

一時避難場所

など、地区ご

の防災マップ

カレンダー

では「大野市

など」地域が

作成した。 
ンダーは、第

民に大野の素

った。 
画は、現在・

の突き当たり

懐かしい写真

災ハザードマ

市の防災ア

京都大学防災

うな点に注意

学びながら、地

を作成した。

開催した効果も

加があり、それ

向上が図られた

を重ね、消火器

所や避難経路、

ごとの実情や特

プを作り住民へ

ーづくり』 

市内の四季折々

が誇る景観をも

第６地区の各戸

素晴らしさを改

過去を問わず

に旧有終西小

真や、おおの踊

防災マップの例

5 

ップ

ドバ

災研

意す

地域

もあ

れぞ

た。 
器や

、注

特徴

へ配

 

々の

もと

戸へ

改め

ず募

小学

踊り

 
や雪

まっ

カ

年３

 

【大

『大

 
球

者数

じた

むか

大

子ど

目を

を行

男女

例 

雪見灯篭のな

った。 
カレンダーは

３月のカレン

大野地区体育

大野地区体協

球技大会や体

数に減少傾向

た地域の活性

かを考えなが

大野地区体育

どもから大人

を新たに追加

行った。各チ

女、４０歳以上

など大野の四季

は、平成３０年

ンダーを作成

育協会】 
協活性化事業』

体育大会など、

向がみられる

性化に向け、

がら事業を行

育大会の内容

人まで、誰もが

加しようと「

チームから、一

上男子の５名

旧

季折々の風景

年４月～平成

した。 

』 

、地区事業の

中、スポーツ

どのように取

った。 
を検討する中

が参加しやす

なわとびリレ

一般男女、小

名がエントリ

旧有終西小学校の

 

景が集

成３１

 

の参加

ツを通

取り組

中で、

すい種

レー」

小学生

ーし、 

の写真 



 

 
ぴょん

姿に会

 また

し合

 
体を、

用しよ

技プレ

氏を招

 また

自転車

体験コ

元で開

られ、

った。

 平成

周年の

んぴょん跳ね

会場から大き

た、スポーツ

う中で、平成

、ひとつの契

ようと、平成

レ大会で優勝

招き講演会を

た会場内では

車競技やパワ

コーナーや、

開催される競

、大会に向け

。 
成３０年は大

の節目を迎え

ねながらフィ

きな声援が送

ツを通じた地

成３０年に開

契機とし地域

成２９年に行

勝した福井県

を開催した。

は国体推進課

ワーリフティ

ちびっこ相

競技をアピー

け機運を高め

大野地区体育

えることもあ

なわ

ールドを駆け

送られていた。

地域の活性化を

開催される福井

域の盛り上げに

行われた自転車

県選手、中島康

 
課の協力を得て

ング、カヌー

相撲の体験な

ールする場が設

めるよい機会

育協会が創立

あり、地元での

とびリレーの様子

講演会の様子

6 

 

ける

。 
を話

井国 

 

に活

車競

康晴

て、

ーの

ど地

設け

とな

７０

の国 

 
体開

性化

行き

 
【大

『大

 

大

ブを

を楽

そ

幅広

おい

とし

 大

会な

学校

への

コ

ング

往復

用し

交通

当日

操に

りウ

途

子 

子 

開催と合わせ

化に貢献でき

きたい。 

大野長生会】

大野地区交流

大野長生会で

を設立し、気

楽しんでいる

その楽しさを

広い年代で交

いてウオーキ

した。 
大野地区体育

など他団体へ

校へチラシを

の参加を呼び

コースは自動

グモールＶＩ

復約５キロと

しドライバー

通安全に配慮

日は天候に恵

に続き、講師

ウオーキング

途中、何度か

せ、スポーツ

きるよう、引

 
流ウオーキン

では、有志が

気候のよい時期

る。 
をより多くの人

交流を図ろう

キングイベン

育協会、大野地

へも参加を呼び

を配布するな

びかけた。 
動車の交通量

Ｏ駐車場か

とした。また揃

ーからの視認性

慮し行った。 
恵まれ約５０名

師から歩き方

グを開始した。

か休憩を挟み

を通じた地域

き続き取り組

グ大会』 

ウオーキング

期にウオーキ

人に知っても

と、大野長生

トを開催する

地区社会福祉

呼びかけたほか

ど、広くイベ

を考慮しショ

ら黒谷観音ま

揃いのビブス

性を高めるな

名が参加。準

のポイントを

。 
ながら、無事

ちびっこ相撲の

 

域の活

組んで

グクラ

キング

もらい

生会に

ること

祉協議

か、小

ベント

ョッピ

までの 
スを着

など、

準備体

を教わ

事に目 

の様子 



 

 
的地の

の差

を潤

利用

スも歩

に合わ

 
４ 事

 今年

金事業

況や課

大野

会員同

て、課

上に図

ながっ

 区長

の黒谷観音へ

し入れを頂戴

した。体力に

し、黒谷観音

歩いていた。

わせ思い思い

事業の成果 

年度、各種団

業に取り組ん

課題などを整

野地区体育協

同士の事業開

課題の共有や

図られ、地域

った。 
長会において

へ到着、住職

戴し恐縮しな

に自信のある

音の裏の八十

参加者は自

いに楽しんだ

団体連絡協議

んだことによ

整理すること

協会や大野長

開催に向けた

や会員間の交

域コミュニテ

ては第１～第

ウ

黒

職より麦茶や軽

ながら乾いたの

人は休憩時間

十八ヶ所巡りコ

身の体調や体

だ。 

議会において交

り、各団体が

につながった

長生会において

た話し合いを通

交流がこれまで

ティの活性化に

第６の各地区で

オーキングの様子

黒谷観音で記念撮

7 

 

軽食

のど

間を 
コー

体力

 

交付

が現

た。 
ては、

通じ

で以

につ

で事

業を

が集

らの

った

ま

がま

の大

同士

より

して

かさ

 
５

今

取り

りで

もと

とつ

平

立７

迎え

う地

たい

さ

第６

取り

てお

がら

って

子 

撮影 

を行ったこと

集まる機会が

の手で行う地

た。 
また単一行政

まとまって事

大きい取り組

士が事業に関

り内容の充実

て目標に取り

されることと

今後の展望

今年度は、各

り組みであっ

で事業を行っ

とに更なる内

つなげたい。

平成３０年度

７０周年を、

える。この節

地域コミュニ

い。 
さらに大野地

６地区まで、

り組みで地域

おり、その活

ら、やがては

ていくことが

とにより、それ

が増え、身近

地域づくりを実

政区ではなく、

事業を行った

組みが可能と

関する情報交換

実が図られる

組むことに

となった。 

望 
各種団体連絡協

ったことから、

っていた。来年

内容の充実や新

 
度には、大野地

大野長生会

節目を契機と

ニティの強化へ

地区において

それぞれの地

域コミュニテ

活動からお互い

は地区全体の活

が期待される。

れぞれの区長

なところから

実践すること

、いくつもの

ことで、より

なったほか、

換を行ったこ

など、地区で

よるメリッ

協議会で初と

、どの団体も

年度はこの経

新たな取り組

地区体育協会

は創立６０周

して、よりい

へ取り組んで

は、第１地区

地区がそれぞ

ィの活性化を

いに刺激を受

活性化へとつ

。 

長同士

ら、自

ととな

の地区

り規模

地区

ことに

で共通

トが活

となる

も手探

経験を

組みへ

会が創

周年を

いっそ

でいき

区から

ぞれの

を進め

受けな

つなが



 

下庄をよ

１ 基本

○地区名

○人口 

○世帯数

○面積 

○地区の

 下庄地

に隣接し

併して大

に編入さ

 地区内

所や県の

ビューク

大野警察

ており、

出してい

Ｃも当地

から供用

パス(東

しての整

○実施主

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下庄地区

している

 

 

よくする会 

本データ 

名 下庄地区

 8,602 人

数 2,893 世

 約 19.1

の沿革 

地区は大野市

している。昭

大野市が誕生

された。 

内には、国の

の奥越土木事

クリーンおく

察署、大野郵

国道沿いに

いる。また、

地区に設置さ

用されており

東縦貫線)と併

整備が着実に

主体 下庄を

区の航空写真

る 

区 

人 (H30.1.

世帯 

㎢ 

市の北西部に

昭和２９年に

生した時に、

の九頭竜川ダ

事務所、奥越

くえつ、奥越

郵便局等の官

には複数の郊

、中部縦貫自

され、平成

り、国道１

併せて、市の

に進捗してき

をよくする会

真：農村地域

1 現在) 

に位置し、勝

に２町６ヵ村

、下庄町も大

ダム総合管理

越合同庁舎の

越明成高等学

官公庁等が集

郊外商業施設

自動車道の大

２５年３月

５７号の大野

の東の玄関

きている。

会 

域と市街地が

８

勝山市

村が合

大野市

理事務

のほか、

学校、

集中し

設も進

大野Ｉ

２４日

野バイ

口と

が混在

２ 現状と

 下庄をよ

来住民主体

た。本年度

内の各種団

なっている

区民の交流

に大きな成

 また、地

齢者宅に手

ービス」や

環境美化活

その活動に

 

 

 

 

 

 

 

花のま

 これらの

体から選出

る地区推進

ちづくり運

ある。しか

があり、一

いる。 

 また、長

を重ね、よ

うに進んで

 こうした

参加を促す

域資源を活

事業を企画

若者たちが

課題 

くする会で

体のまちづく

度で３０回を

団体が参加し

。毎年多く

流促進、団結

成果を上げて

地区内の一人

手打ちそばを

や河川や山際

活動など、そ

に対し、数々

まちづくりコ

の活動を支え

出される委員

進委員、そし

運動協力者か

かし、まちづ

一部の委員に

長く活動をけ

り若い年齢

でいない現状

た中、若い世

すため、地区

活用しながら

画、実施しよ

が集まって活

では、昭和５

り運動の推

を数える下庄

し、地区を挙

の来場者で

結力の強化、

ている。 

人暮らし、二

を届ける「ま

際の環境パト

その活動は多

々の表彰を受

コンクール賞

えるのは、地

員と３３地区

して会の趣旨

からなる約９

づくり活動へ

に活動が偏り

けん引してき

齢層への世代

状がある。 

世代の地域づ

区内の自然や

ら、自らも楽

ようという趣

活動を始めた

５４年の発足

推進に努めて

庄まつりは地

挙げての行事

でにぎわい、

地区の活性

二人暮らしの

まごころそば

トロールなど

多方面にわた

受けている。

賞表彰式 

地区内の各種

区から推薦さ

旨に賛同する

９０名の委員

への意識には

りがちとなっ

きた役員も年

代交代が思う

づくり活動へ

や史跡などの

楽しめるよう

趣旨に賛同す

た「しもしょ

足以

てき

地区

事と

地

性化

の高

ばサ

どの

たり、

 

種団

され

るま

員で

は差

って

年齢

うよ

への

の地

うな

する

ょう



 

を楽しむ

下庄地区

め、彼ら

き続き支

 また、

の場とし

庄青空市

鮮朝市と

客も増え

なく、季

もあり、

出するた

して、さ

なってい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業

【後継者

ェクト』

むプロジェク

区の今後を担

らが活動しや

支援をしてい

地場産野菜

して、平成２

市」は７年目

として賑わっ

えてきたが、

季節によって

経営の安定

ため、誰でも

さらに出品登

いる。 

下庄青

業の内容 

者の育成：

』の取り組み

クト」も５年

担う後継者と

やすい環境づ

いく必要があ

菜の販路拡大

２３年度にオ

目を迎え、地

っている。周

、まだまだ出

ては品揃えが

定化とさらな

も気軽に参加

登録者を増や

青空市のにぎ

『しもしょう

み】 

年目を迎えた

として育成す

づくりを含め

ある。 

大と地区民の

オープンした

地域に定着

周辺住民な

出品登録者数

が十分でない

なるにぎわい

加できる直売

やすことが懸

ぎわい 

うを楽しむプ

９

たが、

するた

め、引

の交流

た「下

した新

ど固定

数が少

いこと

いを創

売所と

懸案と

プロジ

 ５年目を

ェクト』の

きているこ

ることとし

謝し、身近

を目的とし

清掃をする

のみとした

 下庄地区

を再認識し

環境に関心

住民参加型

 下庄地区

くする会だ

り、下庄を

徒が多数運

体となった

①木瓜川ク

～11 時 3

木瓜

を迎えた『し

の活動も、活

ともあり、

した。主催事

近な水環境に

した「みずか

クリーン作

た。 

区は水資源に

し、この水の

心を持っても

型のイベント

区のまちづく

だけでなく、

をよくする会

運営スタッフ

たイベントに

リーン作戦

30 分) 

瓜川クリーン

しもしょうを

活動する会員

本年は会員

事業である『

に関心を持っ

かわ感謝祭」

作戦と恒例の

に恵まれた地

の恵みに感謝

もらうことを

トとなるよう

りをけん引

地域の学校

会の委員や陽

フとして参加

になった。 

戦(7 月９日(

ン作戦（7 月

を楽しむプロ

員が固定化し

員の増強に努

『水の恵みに

ってもらうこ

』は、木瓜

のダックレー

地域であるこ

謝し、身近な

を主眼に置き

う取り組んだ

引する下庄を

校との連携に

陽明中学校の

加し、地域が

(日)午前 8 時

９日） 

ロジ

して

努め

に感

こと

瓜川

ース

こと

な水

き、

だ。 

をよ

によ

の生

が一

時



 

ダックレ

らフォレ

域で、陽

も加わり

行った。

③木瓜川

時 30

 木瓜川

のおもち

ントリー

を追いか

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

 

④下庄

後５

 下庄

ロ会員

レース会場と

レストタウン

陽明中学校生

り、川の中や

 

川ダックレー

分～正午) 

川に背番号を

ちゃを放流し

ー券を販売し

かけながら川

     

     

     

庄キャンドル

時～７時) 

庄小学校のふ

員が招かれて

となる三角公

ン(東中野)ま

生徒や一般ボ

や堤防のゴ

ース(７月 3

をつけた約

し、着順を競

し、参加者

川に沿ってゴ

     

     

     

ルナイト(１月

ふるさと教育

て、３、４年

公園(月美町

までの木瓜川

ボランティア

ミ拾い、草刈

0 日(日)午前

３５０羽のあ

競った。事前

らは自分のダ

ゴールまで移

表彰式は河

敷で行った

 

月２６日(金

育の授業にし

年生に活動を

１０

町)か

川流

アなど

刈りを

前 10

あひる

前にエ

ダック

移動し

河川 

た。 

金)午

しもプ

を紹介

したことが

トも、３年

 今回は、

ベントを行

プロのメン

は裏方とし

ベントを支

役を担うこ

した。 

 灯りは、

キッズ手作

エコキャン

やＬＥＤ電

 午前中に

午後から、

としもキッ

て保護者も

会場を装飾

 

 

 

 

 

 オープニ

レモニーは

ッズが中心

替え歌やハ

ダンス、光

た演出が行

非常に盛り

た。 

がきっかけと

年目を迎える

児童たちの

行いたいとい

ンバー 

してイ 

支える 

ことと 

しも 

作りの  

ンドル  の

電球など約

にしもプロメ

しもプロ 

ッズ、そし 

も参加して 

飾した。 

ニングセ 

はしもキ 

心となり、 

ハピネス 

光る棒など児

行われ、

り上がっ

となり始めた

ることになっ

の地域活性化

いう思いを尊

【しもプロ

の合同企画会

2,000 個を準

メンバーが下

児童による趣

たこのイベ

った。 

化のためのイ

尊重し、し

としもキッズ

会議】 

準備した。

下準備をし、

趣向を凝ら

ン

イ

も 

ズ 

、

し



 

 夕方

想的な

【「下庄

 地区内

を紹介す

庄の名所

地域に伝

しをまと

「下庄の

などを活

た、地域

解するた

もを対象

地域内を

所や史跡

ふるさと

と誇りを

業を実施

 また、

さらに啓

した。 

【直売所

 ６月１

日に「下

前８時か

花を中心

 地区団

を「下庄

携も図っ

 

 

 

 

 

 

 

 

方からキャン

な明かりが会

庄の昔ばなし

内の名所・史

する冊子「下

所・史跡」、

伝わる昔ばな

とめた冊子

の昔ばなし」

活用し、ま

域資源を理

ため、子ど

象とした、

を巡って名

跡に触れ、

とへの愛着

を養うことを

施した。 

各種冊子の

啓発広報する

所「下庄青空

１７日から

下庄青空市」

から午前９時

心とした朝市

団体等のイベ

庄青空市」で

った。 

ンドルに点灯

会場を彩った

し」の活用】

史跡

下

、

な

」

を目的に、ス

の製作を契機

るため、「地

空市」の開催

１１月１１

」を開催した

時３０分まで

市も開催した

ベントでは、

で納入するな

灯し、幻 

た。 

】 

スタンプラ

機に、下庄地

地域の唄」を

催】 

日までの毎週

た。開催時間

でで、お盆に

た。 

、使用する農

など、地域

１１

リー事

地区を

を製作

週土曜

間は午

には仏

農産物

との連

【下庄まつ

 １０月１

庄まつりを

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづく

 １月２３

協力いただ

「縁」を繋

講演会を実

 また、３

り先進地を

なまちづく

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先進地視察

先進地視察

（３月３日

つり記念イベ

５日(日)に

を記念するス

りシンポジ

日(火)に、

だいた霊河秀

繋いで築くま

実施した。 

月３日(土)

を訪問し、オ

りについて

     

     

察 

察 

） 

ベントの開催

に、第３０回

ステージイベ

ジウムの開催

「地域の唄

秀樹氏を講師

まちづくりと

)４日(日)に

オリーブを活

て研修した。

まちづく

  シンポ

  （１月

 

催】 

回を迎える下

ベントを開催

催】 

唄」の製作に

師に招いて、

というテーマ

に、まちづく

活用した先進

 

くり 

ポジウム 

月２３日）

下

催し

に

マで

く

進的



１２ 

 

４ 事業の成果 

【後継者の育成】 

 ４年目となる水辺の灯りまつりは、イベント

だけでなく事前の準備を兼ねた河川清掃(木瓜

川クリーン作戦)を実施しており、沿線地域に

木瓜川クリーン作戦の実施日に合わせた社会奉

仕を同日開催で実施しており、木瓜川の清掃を

しながら地区内を移動することで、地域住民に

イベントの周知や趣旨の理解を得られるととも

に、一緒に清掃活動をするという一体感が生ま

れたと考える。また、クリーン作戦には下庄を

よくする会や下庄倶楽部の会員のほか陽明中学

校の生徒など多数のボランティアの参加が得ら

れた。 

 同じく３年目となる、しもキッズとの共催に

よる「下庄キャンドルナイト」は、実行委員を

務める児童たちとの活発な意見交換によりイベ

ントを作り上げることができた。地域の若者グ

ループ「しもプロ」は、子どもたちの熱い思い

を実現させるための裏方としてその力を存分に

発揮することができた。今後も継続的に事業を

実施することで、児童の地域愛が育つことが期

待される。 

 下庄をよくする会が、しもプロの活動に財政

面を含めた活動の支援を行っており、しもプロ

会員にも地域行事のスタッフとしての参加を呼

びかけ、まちづくり活動の若手後継者づくりの

一助となっている。 

【「ふるさと探訪 下庄の名所・史跡」「下庄

の昔ばなし」の活用】 

 今年度も冊子『ふるさと探訪 下庄の名所・

史跡』の活用を図るため、小学生を対象に地域

内の名所史跡を廻って学習するスタンプラリー

を実施した。 

 夏休み期間で実施したため、大勢の児童が参

加して地域内の名所史跡を訪れ、新たな発見と

ともにふるさとを学ぶ機会を提供することがで

きた。 

 また、名所史跡のさらなる広報を図るため、

「地域の唄」の製作にも取り組んだ。 

【直売所「下庄青空市」の開催】 

 協議会を開催し、下庄青空市のスムーズな運

営に向けて意思統一を図るとともに、レジシス

テムの操作研修を実施し、特定の参加者にレジ

業務が偏らないよう、負担軽減を図った。 

 青空市のオープンにあたっては、下庄をよく

する会の機関紙である「下庄しるべ」で広報す

るなどしたが、告知前からオープン期日の問い

合わせが来るなど、地域への周知が浸透してき

た。開店時刻前から来店する客も多く、早々と

売り切れることもあった。 

 また、作物の作付け前に栽培講習会を実施す

るなど、青空市の継続的な開催に向け、品質向

上や新たな出品野菜の掘りおこしなどに努めた。

【まちづくりの研修の開催】 

 これまで継続的に実施してきた下庄まつりも

第３０回を迎えることから、まつりをより盛り

上げ、地域づくりの機運を高めるため、記念の

ステージイベントを開催してまつりを盛り上げ

た。 

 また、「地域の唄」の製作で協力頂いた霊河

氏を講師に招き、「ご縁をつないで」と題して、

「縁」を繋いで築くまちづくりについて理解を

深め、まちづくりへの想いを改め感じることが

できた。 

 さらに、まちづくり先進地の視察研修でオリ

ーブを活用したまちづくりについて研修し、新

たな特産によるまちづくりの可能性について理

解を深め、まちづくりへの想いを新たにするこ

とができた。 

  



１３ 

 

５ 今後の展望 

 若者グループ「しもプロ」の活動もまだ組織

基盤が脆弱であり、事業を継続し、会を存続さ

せていく上でも、会員の増強が緊急の課題であ

り、会員の勧誘や活動の広報に取り組んでいる。

会員も徐々に増えているが、企画段階での参画

ができずイベント当日のスタッフ活動のみとい

う会員も多いのが現状となっている。持続的な

活動を促すため、会員の自主性を尊重しつつ、

「地区内の資源を利用しながら、自らも楽しめ

るような事業を企画、実施する」という会の趣

旨に沿う活動を今後も支援して会員の増強を図

り、まちづくり活動への参加も働きかけていく。 

 地区内の名所・史跡の活用については、今後

も積極的に活用するため、学習活動や史跡めぐ

り、さらなる学習を深めるためのアイテムづく

りなど事業展開を継続する。 

 下庄青空市は、「市」の継続的な開催をめざ

し、出品野菜の品質向上を図り、新しい品種、

珍しい品種の栽培を手掛けていく。また、青空

市を利用する客は年齢層が高いためか、目新し

い野菜を敬遠しがちであるが、消費者が望む野

菜の品質向上と、新しい野菜の堀り起こしにも

尽力し、安全で安心な農産物への関心が高いと

思われる若い客層に向けた販売を強化する。 
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乾側をよくする会 

 

１ 基本データ 

 ○地区名  乾側地区 

 ○地区人口 ９３１人（H30.1.1現在） 

 ○世帯数  ３３３世帯 

 ○面積   約５．８ｋ㎡ 

 ○地区の沿革 

 乾側地区は、市街地の北西部に位置し、地区

西端にある花山峠を境に福井市に接し、地区中

央の東西を国道１５８号線が横断しており、大

野市の西の玄関口となっている。 

８地区からなり戸数約２３０戸で、酒米と種

籾産地として有名な純農村地域である。 

 ○実施主体  乾側をよくする会 

 

２ 現状と課題 

乾側地区は縄文時代から人々が住み始め、大

野でも最初に開けた場所のひとつである。弥生

時代や古墳時代には牛ヶ原を中心に大きな力を

持った豪族が現れ、乾側地区内に多くの墓や古

墳が作られた。中でも牛ヶ原の山ケ鼻古墳群に

は奥越で唯一の前方後円墳があり、鉄剣や貨幣

（和同開珎）も見つかっている。なお、大野盆

地内の古墳のうち６割以上が乾側地区に集中し

ている。 

 また、稲作が始まり、奈良時代には寺や貴族・

豪族の土地である荘園が発達したが、牛ヶ原の

荘園は、奈良時代には奈良東大寺領、平安時代

には京都醍醐寺領として、今の大野市街地の北

半分にまで広がっていた。その牛原荘には後に

牛ヶ原城が築かれ、三社神社が建立された。な

お、尾永見区には、稲作に縁の深い雨乞い踊り

が無形民俗文化財として継承されている。 

 さらに、南北朝時代に築かれた戌山城は、金

森長近によって越前大野城が築かれるまで、戦

国時代の激動期を含め２００年余りの間、大野

とその周辺地域を治める斯波氏、朝倉氏の居城

として、県内２番目の多さの畝堀数と奥越最大

の規模を誇る山城であり、一乗谷城の東方面の

軍事拠点として重要な役割を果たしていた。 

 このように、乾側地区は古来、大野盆地の中

でも最も歴史と伝統のある地域であり、その価

値と魅力を高めるために、平成２２年度から３

ヵ年をかけて「みくら清水・戌山城址」及び「牛

ヶ原城址・三社神社」の２コースの登山道整備

を、平成２５年度から２８年度にかけて登山道

の継続整備を含めた史跡整備に取り組んできた。

また、乾側の歴史につい関心を深めて貰えるよ

うマンガ調本「乾側歴史ものがたり」の発刊や

乾側地区の史跡をマップに図示した「歴史ロマ

ンの郷 乾側」と題した乾側史跡総合案内看板

を制作、そしてこれまでに整備してきた史跡や

それ以外にもたくさんある乾側の魅力をより分

かりやすく紹介・案内できるようホームページ

とパンフレットを制作するなど地域の魅力の再

確認と情報発信にも取り組んできた。 

「住み続けたい、訪れたい、住んでみたい」

と思えるような魅力ある地域づくりを行うには、

今後、更なる地域資源の洗い直しや掘り起こし

を行い、これまでに整備してきた史跡・伝統等

を始めとする乾側の魅力を周知・継続発展させ

ていくことに併せて、加速する地域の人口減少

問題に対して、いかに取り組んでいくかが最重

要課題となってくる。 

 

３ 事業の内容 

（１）普及啓発・伝承事業 

①乾側史跡巡りウォーク 

開催日時 平成２９年１０月１４日（土） 

 午前９時～正午 

参加者 ２１人 

乾側の歴史や魅力への理解を深めて貰うと同

時に健康と交流を目的とした「乾側史跡巡りウ

ォーク」を地区住民を始めとする市内全域を対

象に企画した。 



乾側公

ポット

ま)城址

門区）

ごとに市

時間か

学芸

 

②ホー

史跡

もっと分

でも多

にと、制

新し、パ

公民館に集合

⇒戌山城址⇒

址（日吉神社）

の順に徒歩や

市の学芸員か

けて散策した

ほたるの

芸員による解

ムページの更

をはじめとす

分かりやすく

くの方に乾側

制作した乾側

パンフレット

合した参加者

⇒みくら清水

）⇒小山(こや

やバスにて移

から説明を受

た。 

の里登り口から

解説（戌山城

更新とパンフ

する乾側のた

く紹介して見

側へ足を運ん

側魅力紹介ホ

トを増刷した

者は、天空の城

水 ⇒亥山(い

やま)城址（北

移動。途中、史

受けながら、約

ら登山 

城址主郭跡）

フレットの増刷

たくさんの魅力

見てもらい、一

んでもらえるよ

ホームページを

た。 
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城ス

いや

北御

史跡

約３

刷 

力を

一人

よう

を更

 

 

（

が

に

た

行

戌

継

（

乾

 

べ

駅

で

促

２）登山道

戌山城址登山

開催日時 平

 午前９時

参加者 ２２

戌山城址の登

登りやすいよ

より、登山道

め、乾側をよ

った。なお、

山城址と三社

続して取り組

３）観光促進

側レンタサイ

電車利用の来

るよう、無料

駐輪場内に配

も利用者を見

進の一助とな

・史跡整備事

山道の補修作

平成２９年１

時～正午 

２人 

登山道につい

ように整備を

道があちらこ

よくする会員

登山道の補

社神社・牛ケ

組んでいる。

進事業 

イクル 

来訪者が様々

料のレンタサ

配備しており

見かけること

なっているよ

事業 

作業 

０月７日（土

いては、過去

を行ったが、経

こちらで損傷

員を中心に補修

補修作業につい

ケ原城址を毎年

 

々なスポット

サイクルをＪ

、イベント時

とがあり、乾側

ようである。 

土） 

に登山者

経年劣化

している

修作業を

いては、

年交互に

 

 

に足を運

Ｒ牛ケ原

時や普段

側の観光



 自転車

記した

「乾側

ル」の

た。 

 

（４）地

①第２

 開催

来場者

 昨年

を開催。

カラオケ

を見越

約２８

住民同士

 会場

会場の雰

暗すぎ

年度開催

 

車には整備し

が、雨風や日

をよくする会

２つのステッ

地域活力事業

回いぬいかわ

日時 平成２

１２日

者数 延べ約

に引き続き、

。今年度より

ケ大会も実施

してお盆連休

０人の来場者

士の交流を図

内は提灯（電

雰囲気は良か

て客側からは

催に向けて、

した会の名前

照により劣化

会」「いぬいか

ッカーを屋外

業 

わ夏まつり及

２９年８月１

日（土） 

約２８０人 

第２回いぬ

り前夜祭形式

施した。日程

休にした結果

者があり、昨

図ることがで

電球）と公民館

かったがステ

はよく見えな

ステージ照

前をテプラにて

化が激しいた

かわレンタサイ

外仕様にて整備

及び前夜祭 

１日（金・祝

ぬいかわ夏まつ

式にてステージ

程を帰省者の参

果、２日間で述

昨年度以上に地

できた。 

館の照明のみで

テージと出演者

なかったため、

照明を整備した
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て明

ため、

イク

備し

祝）

つり

ジで

参加

述べ

地域

で、

者が

、来

た。 
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館

「

楽器

楽

 

４

に

き

行

「

参加

し

き

て

ツ

の

ふれあい乾側

開催日時 平

来場者数 １

整備したステ

のカラオケ講

ふれあい乾側

器の演奏がで

を通じて住民

事業の成果

昨年度に引き

パワーアップ

た歴史遺産や

った。 

普及啓発・伝

加者が乾側の

、地区の魅力

た。また、様

乾側の魅力発

」を配布し、

周知に努めた

側歌謡祭 

平成２９年１

１３人 

テージ照明の

講座受講者の

側歌謡祭」を

できる住民に

民の交流を図

果 

き続き、再開

プさせつつ、

や史跡を活用

伝承事業」と

の歴史を登山

力の再確認と

様々なイベン

発信パンフレ

乾側のみど

た。 

１月２６日

の確認も兼ねて

の発表イベン

を企画。歌だ

にも出演を依頼

図った。 

開した夏まつ

これまで取

用した事業も継

としては、地

山により身を以

と発信を図る

ント時や他の施

レット「乾側の

どころや歴史

（日） 

て、公民

トとして

けでなく

頼し、音

りをさら

り組んで

継続して

区内外の

以て体験

ことがで

施設等に

のトリセ

について
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「登山道・史跡整備事業」としては、戌山城

址登山道として「みくら清水登山口」と「ほた

るの里丁登山口」があるが、今年度は後者の補

修を地域住民とともに行い、翌週には早速整備

した登山口より史跡巡りウォークを実施した。 

「観光促進事業」としては、昨年度整備したレ

ンタサイクルの管理と事業の主旨を周知するた

め、「乾側をよくする会」「いぬいかわレンタサ

イクル」のステッカーを作成。昨年度の整備時

にはテプラにて団体名を明記していたが、日差

しや雨等で劣化したため、屋外仕様とした。 

「地域活力事業」としては、夏まつりと歌謡

祭を開催。夏まつりをお盆連休中に実施した結

果、帰省者の参加もあり、初開催の前夜祭も含

め昨年度以上となる延べ約２８０人の来場者数

があった。また、こちらも初の試みとなる乾側

小学校の５・６年生による出店（水風船釣り、

ストラックアウト）は、企画から運営までを子

どもたちで行い、当日は大変な賑わいであった。

企画運営した子どもたちも、地域の大人と共に

夏まつり運営に携わることで、地域住民の交流

を通じ地域づくりの心が醸成され、しいては地

域に住み続け人口減少対策へとつながると考え

る。 

○活動指標・成果指標の達成状況 

 ・乾側歴史巡りウォークを実施し、地域の歴

史的な魅力を再確認した。 

参加者２１人。 

 ・第２回夏まつりを前夜祭を含めて開催し、

２日間で約２８０人の参加となった。 

 

５ 今後の展望 

 地域の魅力となる素材の掘り起しが進み数

が集まってきているため、それぞれの素材の磨

き上げとそれを活用した事業展開を模索し、地

域住民の活動参加人数の増とさらなる交流を図

りたい。合わせて地区外への情報発信にも力を

入れ、交流人口の増にもつなげたい。 
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小山をよくする会 
 歴史と文化を活用した地域づくり 

 ～ふるさとを誇る住民意識の啓発事業～ 

   赤枠で囲われたところが小山地区 
 
１ 基本データ 

 ○地区名  小山地区 
 ○地区人口 １，９６７人（H30.1.1現在） 
 ○世帯数  ６４６世帯 
 ○面積   約４３．４㎢ 
小山地区は、１５の集落で構成される緑豊か

で自然にあふれた農村地域である。 
 面積は、東西２キロメートル、南北４キロメ

ートルの約８平方キロメートル。その位置は、

大野市の南西部、市街地に隣接し、大型ショッ

ピングセンターなどの商業施設が立地している。 
 その歴史は古く、地区内を南北に縦断する赤

根川流域を中心に縄文時代から人が住み着いて

おり、大きな勢力を持っていたと思われる豪族

の古墳がいくつも存在している。 
 平安時代には藤原氏の荘園となり、その後、

京都の春日大社と深い繋がりを持ちながら、現

在まで、地区有数の農村地帯として発展をして

きた歴史がある。 
 本事業の実施主体は、地区内全戸を会員とす

る小山をよくする会である。 
 事務局を小山公民館に置き、地区内から選出

された会長１人、副会長２人と、各集落の代表

として選出された推進委員４５人で話し合いを

行いながら、明るく豊かで住み良い地域づくり

を目指して活動している。 
 
２ 現状と課題 

 小山地区は、大野市内でも有数の歴史を誇る

地区である。 
 公民館の歴史講座を受講したことをきっかけ

に、平成１８年頃に地域の歴史を学習するグル

ープが生まれ、地域史の掘り起こし活動が行わ

れてきた。 
 この活動をベースとして、平成２２～２９年

度に実施された「結の故郷づくり交付金事業」

を活用して、地域の歴史と文化を活用した地域

づくり事業を展開した。 
 事業を実施するにあたり、次の二つを事業の

柱とし、事業の実施方針とした。 
 １つは、地域の歴史や文化を掘り起こし、こ

れを地区住民に知ってもらい、地域を誇りに思

う住民意識の醸成を目的とした「歴史と文化の

里づくり事業」である。 
 もう１つは、古くから米づくりなどの農作業

により地域に受け継がれてきた「結の精神」を

後世に承継していくことを目的とした「地域コ

ミュニティ支援事業」である。地域住民が一丸

となり、地域の課題を住民が知恵を出し合い協

働で作業し解決するといった風土を継承してい

くために支援していくものである。 
 
３ 事業の内容 

①歴史と文化の里づくり事業 

 小山地区のモットーである「愛汗喜働」とい

う言葉とともに小山地区で継承される「小山鍬

踊り」について、継承活動に役立てていくため

のツールである紹介・解説するＤＶＤを作成し

た。平成２８年度に作成したＤＶＤを複製し、

関係機関や関係団体などに配布したことによっ

て、昭和初期に小山村の吉田徳五郎村長が提唱
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した農業振興施策の一環としての「農民魂」を

より理解することができ、「小山鍬踊り」の継承

活動につなげていくことができた。また、昔か

らの伝統芸能を大切にし、地区を誇りに思う心

が育まれた。 
 また、平成２２年度に開催した地区歴史講座

をきっかけに、地区内に新たな史跡（舌城跡）

が発見され、歴史的に価値のある史跡を地域住

民に知ってもらうため、舌城跡の遊歩道整備を

実施してきたが、同様に隣にある茶臼山城も鎌

倉時代に城として機能していたと伝えられてお

り、この茶臼山城についても地域住民に史跡の

存在を知ってもらい、地域の歴史に関心を持っ

てもらうため、気軽に散策できる遊歩道の整備

を行った。小山地区の深い歴史を学び、ふるさ

とを誇りに思う郷土愛がさらに深まった。また、

整備作業を協力して行うことで地域の団結力が

高まりにもつながった。 
 地区の歴史の会とも合同で整備を行い、地域

の歴史を知り、興味を持ち、地域を誇りに思う

意識が芽生えつつあると言える。 
 
  平成２９年度茶臼山城跡の史跡整備 
 御城山（上舌地係）の茶臼山城について地域

住民に史跡の存在を知ってもらい、地域の歴史

に関心をもってもうため、気軽に散策できる遊

歩道の整備を行った。平成２８年度までは隣の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舌城跡を整備しており、茶臼山についても、南

北朝時代や戦国時代の重要な城の１つであるこ

とから整備を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈下草刈り作業〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈階段作成作業〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  小山鍬踊りの番組のＤＶＤ複製 
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  小山鍬踊りの番組のＤＶＤ複製 
小山地区の継承される「小山鍬踊り」を映像で

紹介・解説する番組を制作した。そのＤＶＤを

複製し、小山地区内各区や市内各小中学校、図

書館等関係機関に配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域コミュニティ支援事業 

 集落が持つ課題を集落で話し合い、集落の力

で解決していくこの事業を実施したことにより、

集落の共助や絆の大切さを再認識することがで

きた。 
 小山地区は、農作業など地域で協力する“結

の精神”が受け継がれている地区である。しか

しながら、農作業の機械化や就労環境の変化な

どに伴い、地域をあげた共同作業の機会が減少

しつつあり、本事業で地域の課題を話し合い、

共同作業により解決することは、“結の精神”を

継承する上でおおいに役立ったと考える。 
 また、地域交流・世代間交流を目的に実施し

たキッズフェスタでは、昔ながらの食文化であ

るもちつき体験通じて、子どもから高齢者まで

が楽しく交流するとともに、臼と杵でつくもち

つきを継承していくきっかけになった。 
 小山地区地域づくり講演会では、地域づくり

の講師として大学の教授を招き、ワークショッ

プを通じて、自分たちで小山地区の魅力と可能

性を探ることができた。 

 
集落内ビオトープ芝植栽（上黒谷） 

雪崩防護壁前集落道舗装（下黒谷） 

ふれあい会館スロープ新設（鍬掛） 

新規花壇造成（南春日野） 

住民交流事業「キッズフェスタ」（実行

委員会）  

小山地区地域づくり講演会 

 毎年、提案された事業費総額が交付金予定額

を上回るため、小山をよくする会推進委員会に

おいて交付金の配分額を決定した。 
 
 

上黒谷地区ビオトープの芝植栽 
 上黒谷地区では、集落内にあるビオトープへ

芝生を植栽する事業を実施した。雑草取り、山

砂敷き、芝生張り、目串止めを集落の住民によ

り実施した。 
このことにより、集落内の住民が力を合わせ

て作業し、自分たちが住む住環境を美しく維持

していくことで、失われつつある共同作業の大

切さを実感する機会が生まれた。 
集落内の住民が集いおしゃべりをし、住民交

流する場所として利用されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  下黒谷地区雪崩防護壁管理道路コンクリート舗装 
下黒谷地区にある平成８年に設置された雪崩

防護壁には集落の平穏無事を祈願した観音像レ
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リーフが飾られている。 
近年、テレビ番組で紹介されたことから注目

が集まり、市内外からここを訪れる人も多くな

ってきたことから、雪崩防護壁の脇の管理道路

をコンクリート舗装することとした。 
全長約４５０ｍであることから、４年間をか

けて継続的に実施することが集落内で話し合わ

れた。 
今年は、約５０ｍのコンクリート舗装が完了

した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 鍬掛地区ふれあい会館スロープ新設 

鍬掛地区では、集落住民で話し合いを持った

結果、集落のふれあい会館にスロープを新設す

る整備をすることとした。 
高齢者が安全に歩行できるよう長さ３．５ｍ

の手すりを設置する。 
今回の整備で、鍬掛サロンの活動等で年配者

の参加率が高くなることが期待できる。また、

転倒予防にもなる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

南春日野地区の新規花壇造成 
 南春日野地区では、町内の土地を借用し花壇

を新設することとした。地区民全員で管理運営

を行うことで、住民のコミュニケーションをと

ることができるようになる。また、旧地区民と

新居住者との相互理解をはかることができる。

年配者と子ども達との面識も増え、見守り隊の

意識も出てくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

キッズフェスタの模様 
 小山公民館で活動するグループの有志により

結成されたキッズフェスタ実行委員会により、

地区全体の交流、世代を越えた交流の機会とし

て、キッズフェスタが今年度も継続して開催さ

れた。うすと杵を使った餅つきを子どもたちに

体験させる内容とした。家庭での餅つき体験が

少なくなりつつある中、子どもたちに餅つきを

体験させる良い機会となった。また、地域に住

む餅つき熟練者を招き指導してもらったことで、

世代間の交流も生まれ、地域の絆が深まったイ

ベントとなった。 
 さらには、地域の壮年団体「小山一龍の会」

のメンバーも参加、子どもがいない世帯からの

参加もあり、イベントを通しての人と人とのつ

ながりが広がりを見せている。 
継続して開催していることから、住民への認

知度も高まり、参加者の増加も期待している。 
 毎回、参加者からは大変な好評価を得ている。 
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    小山地区地域づくり講演会 
 子どもたちの住みやすい地域にしていくため、

また、お年寄りの住みやすい地域にしていくた

めにということを目的に、これからの「小山」

をよくしていくために勉強会を行い、地区住民

とともに地域づくりの学習機会を持った。また、

ワークショップを行うことによって自分の地域

の魅力に気が付くとともに、自分の地区の可能

性をさぐることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 事業の成果 

①歴史と文化の里づくり事業 

・平成２８年度に作られた「小山鍬踊り」解説

ＤＶＤを地区内外に配布した。地区でモットー

としている「愛汗喜働」という言葉と共に「小

山鍬踊り」を継承していく活動につなげること

ができ、地区を誇りに思う意識が醸成された。

また、地区外の関係者等に配布することによっ

て「小山鍬踊り」を知らしめることができた。 
・小山地区にある旧跡の存在が広く住民に周知

してきており、舌城とともに茶臼山城の整備を

行うことにより、小山地区の深い歴史を学び、

地区を知り、地区を学び、ふるさとを誇りに思

う郷土愛を深めることができた。また、整備作

業を協力して行うことで地域の団結力が高まっ

た。 
 
②地域コミュニティ支援事業 
・地域の課題を話し合い、共同作業を実施する

ことで、共助の精神“結の精神”が継承される

きっかけとなった。 
・地域住民の交流により絆が深まった。 
・小山地区の課題と魅力に気づき、これからの

小山地区の可能性を探ることができた。 
 
５ 今後の展望 

 今年で８年目となる本事業を継続実施してき

たことで、各種行事や作業に参加した人を中心

に、地域を誇りに思う住民が徐々に増えてきた。 
 新たに、地区の資源を生かした活動ができな

いかと模索する地区民も出てきており、地区の

活性化についてさらなる展開が期待できる。 
 小山鍬踊りの紹介番組を作成し、関係者に

DVD を配布したことによって、地区に受け継

がれてきている、汗を流して、働いて、喜ぶと

いう「愛汗喜働」の精神を今一度見つめなおす

ことができた。 
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 今後、歴史と文化の里づくり事業においては、

埋もれている地区内の歴史の掘り起しに力を入

れるとともに、これまでの取り組みを見つめな

おすことも重要である。さらに、掘り起こした

歴史や伝統文化などを地区住民に広げていくこ

とが課題である。 
 また、地域コミュニティ助成事業については、

事業の目的としている“結の精神”の継承を図

るため、事業を継続していく必要がある。キッ

ズフェスタについては、近年騒がれている餅つ

きの食中毒に十分気をつけるとともに臼と杵を

使った昔からの食文化体験を大切にしていきた

い。 
 農作業の歴史が作り上げた助け合い、協力す

る精神を今後も継承するためには、継続した取

組みが必要である。 
 地域活動が活性化し、地域を誇りに思う意識

や機運がより高まるよう、小山をよくする会と

して、今後も粘り強く地域づくりに取り組んで

行きたいと考えている。 
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謝祭当日

あり、携

う合同実

内容や部

会や専門

か、祭の

作業に取

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 上

 麻那

のメン

上げた

古し、

た。こ

感謝祭

麻那姫感謝祭

日 時：１０

   午前

   （敬

参加者：１，

姫伝説を後世

秋の収穫に感

感謝祭を実施

２９年度も、

具体的な事業

日は地区敬老

携わるスタッ

実行委員会を

部門別に検討

門部会も立ち

の準備として

取り組んだ。

麻那姫

上庄踊り振興

那姫音頭の普

ンバーを集め

た。上庄公民

各々がこの

このメンバー

祭の実行委員

祭の開催 

０月１日（日

前１０時３０

老会との同

２１１人 

世に継承し、

感謝するため

施した。 

６月から実

業内容を検討

老会も同時開

ッフが両事業

を立ち上げた

討をしていく

ち上げ、当日

て、のぼりの

 

感謝祭のも

興会の立ち上

普及を進める

めて、上庄踊

民館において

の踊りを指導

ーが、上庄夏

員に教え、こ

日） 

０分から 

時開催） 

麻那姫の遺

め、５年目と

実行委員会を

討していった

開催されるこ

業を共有でき

た。また、詳

くための運営

日までに会議

の設置など多

よう 

上げ 

るため、踊り

踊り振興会を

て、月１～２

導できるよう

夏まつりや麻

これらの催事
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遺徳を

となる

を立ち

た。感

ことも

きるよ

詳細な

営委員

議のほ

多くの

り好き

を立ち

２回稽

うにし

麻那姫

事にお

な

の

恒

に

断

ツ

ツ

いて見本を

麻那姫音頭

 

 

 

 

 

 

上庄踊り振

(3) まなち

マスコット

なイベントに

の伝説を広く

恒例となる保

に駆け付けた

まなち

(4) 麻那姫

子どもたち

断幕やパンチ

ツイベントを

ツが盛んな地

を見せ、踊り

頭を広めた。

振興会による

ちゃん（麻那

トの着ぐるみ

に参加させる

知ってもら

保育園児によ

た。 

 

 

 

 

 

 

ちゃんによる

姫の横断幕等

ちに愛される

チングバルー

を盛り上げた

地区であり、

りの輪を先導

 

 

 

る夏まつりの

那姫）の知名

み・まなちゃ

ることで、麻

らった。一例

よるマラソン

るマラソン応

等によるスポ

る麻那姫の意

ーンにより、

た。上庄地区

上庄地区壮

導して作り、

の踊り先導 

名度の向上 

ゃんを、様々

麻那姫及びそ

例としては、

ン大会の応援

応援 

ポーツ振興 

意匠入りの横

各種スポー

区は、スポー

壮年団体連絡

そ

援

横

ー

ー

絡



協議会等

上庄小学

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 小

 上庄地

城山）が

ため、平

とした。

み、地域

 なお、

 
 
 
 
 

 
４ 事業

 ６年間

んだこと

伝説を知

等による結の

学校の麻那姫

横断幕等

小山城跡地の

地区には史跡

があり、これ

平成２９年度

設置により

域をさらに活

平成３０年

丸太

業の成果 

間継続して麻

とで、上庄地

知らなかった

の故郷親善ス

姫マラソン大

によるスポ

の遊歩道整備

跡である小山

れを地域の資

度から遊歩道

り、地区内外

活性化してい

年度も引き続

 

 
 
 

製の階段を設

麻那姫伝説継

地区に住んで

た人も、事業

スポーツ大会

大会などで活

ーツ振興 

備 

山城跡地（通

資源として生

道を設置する

外から人を呼

いく。 

続き整備を行

設置 

継承事業に取

でいながら麻

業に参加する

26 

会や、

活用し

通称・

生かす

ること

呼び込

行う。 

取り組

麻那姫

ること

に

う

は

い

た

キ

ど

き

地

ち

ち

と

５

せ

活

え

こ

区

内

により、事業

う意識付けが

は年々内容を

い、住民同士

た。 

また、感謝

キャラクター

どを活用し、

きるようにな

年間を通じ

地区の子ども

ち、触れるこ

ちと誇りに思

と思われる。

今後の展望

今後は、麻

せることで、

活性化はもと

えるよう取り

子どもたち

この地に住み

区住民が協力

内の各界各層

業の意義と伝

ができたと思

を充実させ、

士の交流の場

謝祭以外の各

ーを用いた着

麻那姫伝説

なった。 

じて麻那姫伝

もからお年寄

ことができ、

思う意識が芽

 

望 

麻那姫及びそ

来館者を増

より、地域

組む必要が

ちが上庄地区

み続けたくな

力し事業を実

層の団体が連

伝説を継承し

思われる。麻

地区内の来

場を提供する

各種イベント

着ぐるみや

説の周知によ

伝説を継承す

寄りまでが

地元上庄を

芽生えたの

その伝説をさ

増やしていき

域外からも来

がある。 

区に愛着を持

なるよう、こ

実施していけ

連携し取り組

していくとい

麻那姫感謝祭

来場者で賑わ

ことが出来

においても

バルーンな

る継承がで

することで、

関わりを持

を愛する気持

ではないか

らに普及さ

、地域内の

来場してもら

持ち、将来は

これからも地

けるよう地域

組んでいく。

い

祭

わ

来

な

で

持

持

か

は

地

域

 



富田地

 

１ 基

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

の

れ

約

（６）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 現

富

市民

って

区住

りの

る地

して

活動

本協

地区むらづく

基本データ 

）地区名  

）地区人口 

）地区世帯数

）面 積  

）地区の沿革

富田地区は

の二大河川に

れる荒島岳の

約７㎞に細長

）実施主体 

富田地区む

 

現状と課題 

富田地区むら

民憲章を基調

て明るく豊か

住民が、自ら

の推進に努め

しかしながら

地区内の各種

ており、中に

動が休止にな

協議会の中心

くり運動推進

 富田地区

 ３，０５

数 ９０９世

  ２１．

革 

は、東は九頭

に挟まれ、日

のふもとから

長く広がる純

   

むらづくり運

らづくり運動

調とし、富田

かな地域の実

らの手による

めている。 
ら、近年は、

種団体の活動

には団体が解

なっているも

心となる各集

進協議会 

区 

５０人 

世帯（H30.1.1

７k㎡ 

頭竜川、西は

日本百名山に

ら、東西約４

純農村地帯で

運動推進協議

動推進協議会

田地区の将来

実現を図るた

る活気ある地

本協議会を

動自体が低迷

解散したり、

ものもあり、併

集落から選出
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1 現在） 

は真名川

に数えら

４㎞南北

である。 

議会 

会では、

来にわた

ため、地

地域づく

を構成す

迷・衰退

実質の

併せて、

出される

「集落推

下が見受

ぱい運動

つり」以

も見られ

イベント

新たな地

ろである

一方で

して様々

ているが

進行に伴

ニテイの

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業の

【平成２９

「地域資源

り交流事業

実施行政区

「コミュニ

実施行政区

平成２９

が抱える問

対して支援

事業」を継

や利便性の

「地域資源

とみた夏

推進員」も地

受けられ、本協

動」等の環境

以外には特筆

れず、協議会も

終了後には

地域づくりの

。 
で、各集落に

な地域づく

が、この活動

伴い徐々に低

の衰退を招い

の内容 

年度の取り

源を生かした

業」 

区：蕨生区 

ニテイ施設維

区：富嶋区、

森目区、

年度は、昨

問題を住民自

援をする「地

継続すること

の向上、集落活

源を生かした

夏まつり「みん

地域活動への参

協議会の活動

境美化作業や

筆すべき地域づ

もそれらの運

は活動が低調

方策を模索

においては、

りに関する活

動も、人口減少

低下しており

いている状況

組み】 

た地域住民に

維持管理事業

土布子区、

上野区 

昨年に引き続

らが解決す

地域コミュニ

とし、区民

活動の活性化

た地域住民に

んなで踊ろう

参画意欲の低

動も、「花いっ

「とみた夏ま

づくりの活動

運営に終始し

になってお

しているとこ

区長を中心

活動が行われ

少や高齢化の

、地域コミュ

にある。 

よる地域づく

」 

下唯野区 

き、それぞれ

る協働作業に

テイ活動支援

の安全な生活

化を目的とし

よる地域づく

う大野音頭」

低

っ

ま

動

し、

り、

こ

と

れ

の

ュ

く

れ

に

援

活

し、

く



り交流

施設維

なった

①地域

り交

（実施

（実施

・地域

かした

心」に

 当地

能力の

味」に

てな

訪れた

わいの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流事業」に

維持管理事業

た。 

域資源を生か

交流事業 

施行政区） 

施内容） 

域資源（日本

た事業で地区

により交流人

地区高砂クラ

の発揮による

により地区民

しの心」でお

た人達との交

の創出を図る

地区の

１集落が、ま

業」に５集落

かした地域住

蕨生区 

本百名山荒島

区民参加によ

人口の増加を

ラブをはじめ

る「舞台催事

民をはじめ登

お迎えし、地

交流を図り、

ることができ

山開きの神

の子供達のス

また「コミュ

落が取り組む

住民による地

島岳山開き等

よる「おもて

を図った。

め地区住民等

事」と「おふ

登山愛好家を

地区民と地区

もって地区

きた。 

神事 

ステージ 
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ュニテイ

むことと

地域づく

等）を活

てなしの

等の潜在

ふくろの

を「おも

区外から

区のにぎ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おふ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コミュニ

（実施行政

（実施内容

・富嶋集

自動車を

道路脇な

会センタ

場として

り利便性

ィ施設の

 

 

 

ふくろの味に

にぎわう

ニテイ施設維

政区） 富嶋

容） 

集落センター

を停める場所

などに無秩序

ー南側の広

て整備するこ

性や安全性が

の環境整備が

によるおもて

会場の様子 

維持管理事業

嶋区 

ーには、これ

所がなく、セン

序に停められ

広場の一部を駐

とで、車輛

高まり、地域

図れた。 

てなし 

（その１）

まで自転車や

ンターの横や

ていたが、集

駐車場、駐輪

が停め易くな

域コミュニテ

や

や、

集

輪

な

テ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③コ

（実施

（実施

・集

化に

重機を

コン

ミュニテイ施

施行政区） 

施内容） 

集落のごみス

により破損が

を借り上げす

ンクリート打

整備完了

施設維持管理

土布子区 

ステーション

が著しく、危

すき取り作業

打設作業 

了 

理事業（その

ン裏の石垣が

危険な状態で
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の２） 

が経年劣

であり、

その上を

いない状

により安

れ、環境

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④コミュニ

（実施行政

（実施内容

を通る排水用

状況であった

安全性の確保

境衛生の向上

整

補修作

整

ニテイ施設維

政区） 下唯

容） 

Ｕ字溝も機能

たことから、

保と排水機能

上に繋がった。

整備前 

作業の様子 

整備完了 

維持管理事業

唯野区 

能を満たして

改修するこ

の復旧が図

。 

（その３）

て

と

ら



・集

る

観の

地域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤コ

（実施

（実施

集落センター

ことにより、

の美化を図り

域コミュニテ

コン

ミュニテイ施

施行政区） 

施内容） 

ー周りにコン

、草刈等の維

り、もって区

ティを促進す

整備前

ンクリート打

整備完了

施設維持管理

森目区 

ンクリートを

維持管理の軽

区民の利用を推

する環境を整

前 

打設作業 

了 

理事業（その

30

を打設す

軽減と景

推進し、

整えた。 

の４） 

・これま

等の際、

たり靴が

センター

により安

用を促進

境が整備

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥コミュニ

（実施行政

（実施内容

・当区に

から親し

桜祭りな

こへ通じ

茂るため

り、足元

ルト舗装

と区民の

ィの向上

で集落セン

足元の悪い

が汚れるなど

ー周りにコン

安全性、利便

進し地域コミ

備された。 

整

整

ニテイ施設維

政区） 上野

容） 

において「日

しまれてきた

などのイベン

じる遊歩道が

め、年に２回

元も悪い状況

装をすること

の利用推進が

上を推進する

ンターの裏へ周

いところを歩

どの不便を伴

ンクリートを

便性が高まり

ュニティを促

整備前 

整備後 

維持管理事業

野区 

上がり公園

た公園では、桜

ントも催され

未舗装であ

回以上除草作業

況であった。今

により、維持

図られ、地域

環境整備が

周る時や清掃

くため、躓い

っていたため

打設するこ

、地区民の利

促すための環

（その５）

」として古く

桜が植えられ

ているが、そ

り、草が生い

業が必要であ

今回アスファ

持管理の軽減

域コミュニテ

なされた。

掃

い

め、

と

利

環

く

れ

そ

い

あ

ァ

減

テ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事

整備

事業の成果 

備前の除草作

整地作業

舗装作業

整備後

作業の様子 

業 

業 
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少子高齢

に人口の流

れまで実施

おり、区内

テイ施設も

減ったり、

なくなり、

次に、その

悪循環が発

また、地

ており、地

平成２８

落で課題に

業によりそ

動の支援で

１０集落が

１０集落

地域で話し

生活の利便

また、これ

と伴に地域

られた。

さらに１

るべく、地

して地域資

を展開し交

これらの

う地域づく

の重要性が

 
５ 今後の

昨年と今

ため、本事

落が取り組

なお、施

齢化が進み、

流出が続いて

施されていた

内に設置され

子どもの減

利便性が悪

その結果、

の維持管理の

発生している

地域コミュニ

地域活動の低

、２９年度

になっている

それを解決す

であり、２年間

が実施した。

落は、それぞ

し合い、実施

便性の向上や

れまでの維持

域コミュニテ

集落では、

地域の魅力発

資源を活かし

交流人口の増

の取り組みを

りの大切さ

が再認識でき

の展望 

今年度で１１

事業が継続し

組むように働

施設等の利便

各集落から若

おり、それ

た集落活動が年

れている広場等

減少等により

悪いことから使

雑草が生い茂

負担が大き

。 
ティの希薄化

低下にも繫が

度の取り組み

ことを住民

する、地域コ

間で地区内１

 

ぞれの課題や

施することに

や安全な地域活

持管理等の負担

イを深める環

今年度地域

発信やＰＲを兼

した地区民参加

増加を図った。

通して、自

と地域コミ

た。 

集落の取り組

している間に

働きかけてい

便性を向上し

若い人を中心

に起因し、こ

年々低下して

等のコミュニ

、その利用が

使用頻度が少

茂ったりし、

くなるとい

化も進んでき

っている。

は、主に各集

自らが協働作

ミュニテイ活

１８集落の内

その解決策を

より、区民の

活動の確保、

担軽減を図る

環境整備が図

の活性化を図

兼ねた事業

加による事業

。 
らが考え、行

ュニテイ向上

組みがあった

、地区内全集

く。 
、環境整備を

心

こ

て

ニ

が

少

、

う

き

集

作

活

内、

を

の

、

る

図

図

と

業

行

上

た

集

を
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実施したものへの積極的な利用や活用による地

域コミュニテイの向上と自主的で継続的な地域

活動の取り組みを期待したい。 
また、この２年間は、各集落が所有する広場

や集落センター周辺、その敷地の再整備等を行

う事業が多かったが、次年度は、地域の活性化

に資する新たな取り組みがなされることが望ま

れる。これにより、希薄となってきているコミ

ュニティの醸成がはかられ、引いては富田地区

全体の活力に繫がっていくことに期待したい。 
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食育のふるさと阪谷をよくする会 

１ 基本データ 

○地区名  阪谷地区 

○地区人口 １，３９０人（H30.1.1 現在） 

○世帯数  ４５２世帯 

○面積   約３１．２㎢ 

 阪谷地区は大野市の北東部、白山山系の経ヶ

岳の麓に位置し、西は九頭竜川を挟んで富田地

区、北は勝山市、東は五箇地区に接している。 

 集落は１８。昭和２９年の町村合併により、

阪谷村が大野市となる。 

 標高２５０ｍ～５００ｍの中山間地域で、大

野市の中でも雪が多い地区で、面積の３分の２

は山林であり、農地は圃場整備が進み広大な棚

田となっている。 

 六呂師高原には、広さ２２０ヘクタールの奥

越高原牧場、自然保護センター、青少年自然の

家等の県の施設やミルク工房奥越前等の市の

施設を有する。 

○実施主体 食育のふるさと阪谷をよくする会 

 

２ 現状と課題 

■人口減少  

阪谷地区の人口は、最近４年の状況をみると

年間約４０人ずつ減少している。 地区の高齢

化率は大野市平均を上回っており、自然減少は

ここしばらく高い割合で続いていくと思われ

る。 そのような中、人口減少による地域力(ヒ

ト・モノ・カネ)の低下を補う手段として、地

域内へ人を呼び込み、交流入口を増やすことが、

地域力回復のキーワードになってくると思わ

れる。 

■交流人口が増大する可能性 

六呂師スキー場跡地の整理がついた事を契

機に、平成２７年１０月に県、市、関係団体等

で構成される六日師高原活性化推進協議会が

発足し、六呂師高原の再開発に向けて動き出し、

平成２８年度から県、市によるハード・ソフト

両面による整備が行われることとなった。県は、

平成２９年の六呂師全体の入込目標を平成２

６年の１１万６千人から約７万人多い１８万

人と設定している。 また、中部縦貫自動車道

永平寺大野道賂が平成２８年度中に開通し、大

野油坂道路も８年後に開通する見込みとなっ

ている。また、道の駅 「(仮称)結の故郷」の

整備を平成３２年度の供用を目標に進められ

ることとなっている。 

さらに、平成３０年度に開催される福井しあ

わせ元気国体では、自転車ロードレースのコー

スの大半が阪谷地区を通ることとなっており、

観戦者や応援者が多数阪谷地区を訪れること

が予想される。これらのことを交流入口の拡大

と地域力の回復につなげるチャンスと捉える。 

■点在する観光施設の連携 

六呂師高原を抱える風光明婦な当地区内に

は、「六呂師高原スキーパーク」 、農業体験や

そばうち体験ができる「スターランドさかだに」

をはじめ、「ミルク工房奥越前」 、「福井県自

然保護センター」等多くの体験施設、観光施設

が立地している。この施設を結び付けたエコツ

ーリズムが地区の活性化のキーポイントにな

ってくると思われる。 

そのためには、地区内各施設の連携と外部の

人との交流に対する意識の啓発と魅力的な体

験プログラムの開発が必要である。 

 ■課題 

このような交流人口が増大する可能性と恵

まれた立地条件を生かすためにも、安心安全な

「有機の里」として他地区との差別化が重要で

あり、いかに交流入口を増やす仕組みをつくる

か、また地区住民の「おもてなし」の意識をど

のように醸成していくかが今後の課題である。 

 

３ 事業の内容 

【交流人口の拡大による地域活性化を図る。】 

【「食と農と文化の里づくり」で地域活性化を

図る。】 

【さまざまな事業を通して、地域の人材育成と

ふるさと意識の醸成による地域力の向上を

図る。】 

を基本目標とし、①雪まつりの開催、②収穫

体験ツアー実施による情報発信、③農産物の加

工品開発と販路拡大、④食育の祖ゆかりの地と

して食育の推進と啓発活動、⑤陶芸の魅力づく
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①雪まつ

ながー

らかなコ

２基設営

の行列が

巨大か

４メート

した。 

スノー

の協力を

林間のツ

２日目約

雪だる

んの雪だ

った。 

今回新

然の家と

タンプラ

家族連れ

阪谷の

食限定で

くなって

阪谷の

からあげ

などを販

に売り切

また、

も出店し

け、おし

盛況であ

今回、

屋外にて

はいくつ

 冬期間

トを実施

がり、何

企画して

開催が危

催できた

会場設営

り組んだ。 

つりの開催 

ーい雪のすべ

コースとスピ

営した。急な

が出来ていた

かまくらは、

トルの巨大か

ーシュー体験

を得て、専門

ツアーが実施

約７０名の参

るまづくりコ

だるまができ

新しい企画と

と協力し、会

ラリーを実施

れに好評の企

のこだわり野

で振る舞い、

てしまった。

の食のお店コ

げ、ぜんざい

販売し、カレ

切れた。 

地元農産物

し、おやき、

しるこ、コー

あった。 

新しく、地元

てとんちゃん

つもの商品が

間に親子連れ

施しようと、

何度も実行委

てきたが、天

危ぶまれたが

た。積雪の量

営も当初予定

べり台は、ちび

ピードが出る

コースには絶

た。 

直径約５メ

かまくらを会

験は、奥越前ま

家による会場

施できた。１

参加があった

コーナーは会

き、会場の雰囲

として、六呂師

場内でもりの

施した。小さい

企画であった

野菜の大なべ

両日ともあっ

 

コーナーでは

い、おそば、

レーライス、か

を加工販売す

笹寿司、お

ーヒー、お菓

元のグループ

んなどの販売

が完売した。

れで気軽に楽

地元住民が主

員会や打ち合

候不順での積

が、恵みの雪が

量も昨年を上

定していた内

びっこ用のな

る急なコース

絶えず順番待

ートル、高さ

会場中央に設

まんまるサイ

場周辺の雪原

１日目約３０

た。 

会場内にたく

囲気が盛り上

師高原青少年

のろくちゃん

い子供を連れ

た。 

べを一日２０

っという間に

は、カレーライ

おもち、飲み

からあげはす

する２グルー

にぎり、あま

菓子類を販売

プに声を掛け

売を行い、日曜

 

楽しめるイベ

主体的に立ち

合わせを重ね

積雪不足によ

が降り無事に

上回る量があ

内容を行うこ
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なだ

スの

待ち

さ約

設営

イト

原や

０名、

くさ

上が

年自

んス

れた

００

に無

イス、

み物

すぐ

ープ

まざ

売し、

けて、

曜日

ベン

ち上

ねて

より

に開

あり、

こと

がで

 豪

資源

であ

でき

ベン

数の

 準

ュー

区民

も深

 

②収

 有

ーと

と題

 こ

った

 企

験、

ニュ

加者

芸体

し

者は

ない

断念

 こ

等、

イロ

ら反

いろ

りす

できた。 

豪雪地域にお

源、地域資源

あるスターラ

き、２日間で

ントの部、グ

の交流人口の

準備からイベ

ーの仕込みや

民あげてイベ

深まり地域力

収穫体験ツア

有機の里阪谷

として１０月

題して、日帰

これは、阪谷

た事業である

企画内容は、

・野菜収穫体

ューを取り入

者を募った。

体験を新たな

しかし、募集

は２名どまり

いことが予想

念した。 

この体験ツア

お客を呼べ

ロット事業と

反応が無く失

ろいろな物を

すぎてしまっ

おいてやっか

源ととらえ、

ランドさかだ

で５００人近

グルメの部と

の増加が図ら

ベント当日の

やすべり台の

ベントを実施

力の向上につ

アー実施によ

谷の魅力を体

月に「阪谷の

帰りのモデル

谷地区のＰＲ

る。 

・大きな岩め

体験、・陶芸体

入れたコース

この中でも

な企画として

集開始から１

りであり、今後

想されたので

アーは、阪谷

べる素材が何

として実施を

失敗に終わっ

を詰め込みす

ったのが、逆

かいものの雪

地元の核と

だにを活用

近い来場者が

も非常に賑

られた。 

の運営まで、食

のコース整備

施し、地域住民

つながった。

よる情報発信

体感できる体

の魅力!体験

ルコースを企

と交流人口拡

めぐり、・そ

体験といった

スとし、新聞広

も、野菜収穫

て位置付けた

週間経過して

後も増える見

で、残念なが

地区が持つ観

何かと言う観点

を狙ったが、残

った感がある

すぎて、方向性

に参加に結び

雪を、観光

なる施設

して実施

あり、イ

賑わい、多

食事メニ

備など、地

民の交流

 

 

信 

体験ツア

ツアー」

企画した。 

拡大を狙

ば打ち体

た体験メ

広告で参

体験、陶

た。 

ても参加

見込みが

ら実施を

観光資源

点でのパ

残念なが

る。企画に

性が広が

びつかな



かったか

性をもう

い。 

 

③農産物

 加工品

が、加工

開拓を目

 平成２

し、ジャ

おいしか

商品化に

 掘った

く刻んで

を瓶詰し

又は瓶詰

工技術の

 そうい

が土産品

誘いがあ

あったの

品リスト

化への動

 販路と

北陸自動

成大野屋

ひまわり

 さらな

ベントな

どを作成

リーフレ

 

④食育の

 食育の

地区（萩

石塚左玄

塚左玄の

催した。

わない阪

食育の祖

の重要性

かもしれない

う少し絞った

物の加工品の

品の開発につ

工技術の向上

目標に活動を

２８年度に栽

ャムに加工し

かったため、

に挑戦した。

た人参をよく

でから煮詰め

し、煮沸して

詰食品製造業

の向上に努め

いった中で、

品を開発する

あり、試食を

ので、「ふふふ

トに加えても

動きが加速し

としては、ふ
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りで販売する

なる知名度ア

などでアピー
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玄が唱えた『

の訓えに基づ
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阪谷産農産物

祖「石塚左玄

性を地区内外

いので、体験メ

た方が良かっ

の開発と販路

ついては、さか

上、新商品の開

を進めてきた

栽培した雪の

してみたとこ

この雪の下人

 

く水洗いして

めた。そうして

て殺菌減圧す

業」の営業許

めた。 

大野市雇用創

るので参加し

してもらった

ふおおの」ブ

もらう事がで

した。 

ふふおおのブ

江ＰＡ、ハピ

よび阪谷地区

ることとなっ

アップと販路

ールするため

もに、他の商品

成した。 

左玄」ゆかり

左玄」の先祖

にあることか

『食育』を広め

づいた料理教

を使い、化学肥

物をおいしく

玄」の訓を通

外に広めるこ

メニューの方

ったかもしれ

路開拓 

かだに特産工

開発および販

た。 

の下人参を収

ろ、大変新鮮

人参のジャム

てから蒸し、細

てできたジャ

するため、「缶

許可を取得し

創造推進協議

しないかとい

たところ好評

ブランドの土

できたため、商

ブランドとし

リン福福館

区内にある喫

った。 

路拡大を狙い

めののぼり旗

品を含めた総

りの地啓発活

の墓所が、阪

ら、阪谷地区

めていこうと

教室を年３回

肥料や農薬を

く食べる方法

通して、「食育

ことができた
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方向

れな

工房

販路

収穫

鮮で
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細か

ャム

缶詰

、加

議会

いう

評で

土産

商品

して、

、平

喫茶

い、イ

旗な

総合
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阪谷
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回開

を使

法や
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市在

 陶
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なり

る観

るよ

の一

がら

今後

てい

４

他

し、

るた

を図

陶芸の魅力づ

自主グループ

に、毎月第１

在住）を講師

陶芸教室では

講者の技術が

陶芸の魅力づ
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観光体験プロ

よう、関係者

一つのメニュ

ら申込者少数

後も引き続き

いきたい。

事業の成果

他地区に誇れ

魅力的で元

ため、交流人

図り、おいし
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プ「越前おお

１・３木曜日

師に招き陶芸

は、手捻りに

がさらに向上
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たことから、

ログラムの一

と協議をし、

ューとして企

数の為実施に
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果 

れるイベント

元気な「ふる

人口の拡大と受

しい食べ物、有

おの阪谷桃木

に中村鐵遷

芸教室を開催

よる作陶技術

上した。 

いては、拠点施

陶芸が当地

一つとして実

、体験ツアー

企画出来たが

に至らなかっ

実施に向けて

 

ト、文化、産業

さと阪谷」

受け入れ態勢

有機の里で作

 

木窯」を中

氏（勝山

催した。 

術を習い、

施設がか
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実施でき

ー（前述）

が、残念な

ったため、

て協議し

業を創造

を創出す

勢の充実

作られた
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農作物、陶芸文化のさらなる定着を阪谷地区全

体の活性化に繋げ、また、様々な事業を通して

地域リーダーを増やすことと阪谷をもっと好

きになってくれる人を増やしたいという目標

で、様々な事業を実施してきた。 

具体的な事業としては、①雪まつりの開催、②

収穫体験ツアー実施による情報発信、③農産物

の加工品開発と販路拡大、④食育の祖ゆかりの

地として食育の推進と啓発活動、⑤陶芸の魅力

づくりを実施した。 

① まつりの開催 

冬期間に親子連れで気軽に楽しめるイベン

トを実施しようと、地元住民が主体的に立ち上

がり、何度も実行委員会や打ち合わせを重ねて、

この雪まつりをどのようなイベントにしたい

のかという根本的な議論から、細かいイベント

の企画、スタッフの配置などを議論してきた。 

 豪雪地域において、やっかいものの雪を観光

資源、地域資源ととらえ、地元の核となる施設

であるスターランドさかだにを活用して実施

でき、２日間で５００人近い来場者があり、イ

ベントの部、グルメの部ともに賑わい、多数の

交流人口の増加が図られた。 

 実行委員自らの協賛金募集活動、前日から行

った食事メニューの仕込みやすべり台のコー

ス整備、様々な部署のリーダーになった方のリ

ーダーシップが随所にみられ、地区民が主体的

にイベントを運営できたことにより、地域住民

同士の交流がさらに深まり、このことで地域力

の向上と地域の担い手となるリーダー育成に

つながったことが大きな収穫であった。さらに、

多数の来場者を笑顔でお迎えし、このイベント

を楽しんでもらおうという姿勢を持ったイベ

ント運営ができたことにより、地区住民のおも

てなしの意識の醸成に貢献できたことも大き

な成果である。  

②収穫体験ツアー実施による情報発信 

 本ツアーは、参加者少数の為、実施を断念し

たが、収穫体験、陶芸体験を新たに企画するこ

とができ、当地区において、収穫体験に協力い

ただける農家、陶芸体験に関われるスタッフを

掘り起こすことが出来たのは成果であった。 

③農産物の加工品開発と販路拡大 

 本事業には、さかだに特産工房が取り組んだ

が、昨年度本交付金を活用して栽培している雪

の下人参の商品化に成功でき、大変有意義な成

果となっている。 

また、本商品は、北陸自動車道北鯖江ＰＡ、ハ

ピリン福福館など市外に販路を設けることが

出来た事により、地区外への情報発信にもつな

がっている。 

④食育の祖ゆかりの地として食育の推進と啓

発活動 

 本事業では、阪谷地区とゆかりがある偉人で

ある、食育の祖「石塚左玄先生」の人となりを

知らしめるために、石塚左玄先生の訓えに基づ

いた料理教室を開催した。この料理教室には阪

谷産有機野菜を中心に使用しており、また、訓

えの実践により、阪谷地区の食と農の発信と食

育の重要性を広めることが出来た。 

⑤陶芸の魅力づくり 

阪谷地区における文化面での交流人口の拡大

を図る手段として、「陶芸の魅力づくり」をキ

ーワードに、越前おおの阪谷桃木窯グループと

連携し、陶芸教室の実施を足掛かりに阪谷地区

における陶芸文化の広がりと交流人口の拡大

を図った。 

大型の窯に続いて、小型の窯も整備できたこと

から、作陶から焼き上がりまでのサイクルの短

縮につなげられ、より一層手軽に陶芸体験が実

施できる体制づくりが出来たことにより、阪谷

小学校の総合活動授業にも作陶を取り入れて

もらう事ができ、阪谷地区内で陶芸文化が確実

に広がっていることが実感できた。 

また、阪谷地区で採取された粘土での作陶も成

功し、阪谷産粘土でのメイドイン阪谷産焼き物

の製作も実現した。 
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５ 今後の展望 

 「雪まつりの開催」については、本イベント

の運営スタッフに、地区全住民の約１割近い人

数が従事したが、従事スタッフにも高齢化の波

が押し寄せてきているので、今後、このような

イベントに若い世代に出てもらえるか、いかに

世代交代を図るか、さらなる自主性を発揮して

もらえるか、これが地域イベントを存続してい

く上で大きな課題と感じた。 

 「収穫体験ツアーによる情報発信」において

は、企画、広報宣伝、集客、ツアー実施と商業

的な要素もある事から、企画から実施まで、関

わる人材または実施主体について再考が必要

かもしれない。 

 「農産物の加工品開発と販路拡大」において

は、特産工房が前年に商品化した「乾燥野菜」

シリーズに引き続き、雪の下人参ジャムの商品

化に成功した。今後も本事業を活用し、地元農

産物等を活用した商品開発に取り組んでもら

い、阪谷地区の産業の創造と地域活性化に繋げ、

このことで有機の里阪谷の農作物がブランド

化することで、さらに需要が高まり、農業所得

が少しでも高まることを期待したい。また、今

後も、引き続き商談会や各種イベント、物産展

に積極的に参加し、ブランド化を推し進める後

押しをしたい。 

「食育活動の推進」においては、食育の祖「石

塚左玄」ゆかりの地として、地域や学校、関連

団体と連携しながら、阪谷で採れた食材を味わ

えることの喜びや食育の重要性などを広く伝

えていきたい。 

 「陶芸の魅力づくり」においては、拠点施設

が整備されたの契機に、陶芸作りが観光体験プ

ログラムの１つとして実施できるよう、さらに

関係者と協議していきたい。 
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